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（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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しろ うま だけ

四
一
㌶
）
内
に
あ
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
中
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

五
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
営
業
し
て
い
ま
す
。

高
原
の
静
け
さ
と
川
の
流
れ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
、
年
間
七
〜

八
千
人
の
宿
泊
者
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
三

界
岳
を
源
流
と
す
る
谷
川
が
、
数
多
く
の
滝
を

つ
く
り
川
上
川
と
な
っ
て
流
れ
て
き
ま
す
。

　

夕
森
公
園
か
ら
奥
三
界
岳
へ
と
続
く
登
山
道

と
そ
の
周
辺
は
、
滝
巡
り
に
は
絶
好
の
コ
ー
ス

で
す
。

　

春
の
新
緑
か
ら
始
ま
り
秋
の
紅
葉
に
か
け
年

間
三
万
人
ほ
ど
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
散
策
道
に
あ
る
夕
森
か
け
橋

を
渡
り
ま
す
と
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
む
の
は
竜

神
の
滝
、
離
れ
て
い
て
も
身
体
に
し
ぶ
き
が
降

り
注
い
で
く
る
ほ
ど
豪
快
な
勢
い
で
流
れ
落
ち

る
こ
の
滝
は
、
そ
の
昔
、
こ
の
滝
に
住
む
白
龍

が
突
然
姿
を
現
し
天
ま
で
駆
け
の
ぼ
っ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。「
ゴ
ー
、
ゴ
ー
」、
周
囲

の
音
を
打
ち
消
す
ほ
ど
の
滝
の
音
は
、
確
か
に

竜
の
鳴
き
声
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

　

奥
三
界
岳
の
源
流
へ
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
亡
鱗

の
滝
、
銅
穴
の
滝
、
ア
ゼ
滝
、
一
つ
滝
と
ま
だ

ま
だ
滝
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
ど
の
滝
も
水
量
が

多
く
迫
力
満
点
で
す
。

　

地
元
の
川
上
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主

と
な
り
、
春
に
は
龍
神
神
社
の
大
祭
と
夕
森
公

園
山
開
き
安
全
祈
願
祭
・
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、

夏
に
は
夏
の
夕
森
も
み
じ
ま
つ
り
、
秋
に
は
夕

森
も
み
じ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ん
が
楽
し
み
に
来
訪
し
て
い
ま

す
。

◆
所
在
地　

　

岐
阜
県
中
津
川
市
川
上

◆
ア
ク
セ
ス

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　

 

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
坂
下
駅
か
ら
濃
飛
バ
ス
「
夕

森
公
園
」
行
き
で
「
夕
森
公
園
口
」
バ
ス
停

で
下
車
。　

　
［
自
家
用
車
］

　

 

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
下
車
国
道
一
九

号
を
塩
尻
方
面
へ
約
一
五
キ
ロ
北
上
、
弥
栄

橋
交
差
点
を
左
折
し
国
道
二
五
六
号
経
由
で

県
道
三
号
線
を
約
七
キ
ロ
北
上
、
川
上
大
橋

手
前
を
県
道
四
一
一
号
線
に
右
折
し
約
四
キ

ロ
北
上
。

夕
森
公
園
（
川
上
国
有
林
）

 

［
東
濃
署
］
岐
阜
県
中
津
川
市
川
上
、
川
上
国

有
林
の
入
り
口
に
夕
森
公
園
が
あ
り
、
裏
木
曽

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
森
公
園
の
一
部
は
川
上
国
有
林
（
一
、二キャンプ場内のバンガロー

白龍伝説のある龍神の滝

奥三界岳登山道から中央アルプスを望む

秋の夕森公園


